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石
井
流
経
営
塾

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

現
状
維
持
は
な
い
戦
い
の

物
語
は
挑
戦
か
ら
始
ま
る

今
宵
の
肴

倒
ル
ミ
ナ
ス

代
表
取
締
役

島
村
亮
氏

側
レ
ガ
l

ロ

代
表
取
締
役

高
倉
博
氏

側
ハ
l

ツ

代
表
取
締
役

山
口
裕
詮
氏

肴の生みの親・石井氏を肴にした小魚たち

肴
の
会
は
若
手
経
営
者
、
経
営
者
候

補
の
集
ま
り
で
発
表
者
が
月
替
わ
り

に
て

『
今
官
の
肴
』
と
し
て
自
社
の

経
営
方
針
・
課
題
を
熱
く
語
り
、
参

加
者
が
本
気
で
意
見
を
ぶ
つ
け
合
い

切
碇
琢
磨
す
る
会
で
す
。

初
の
例
会
主
催
に
あ
た
り
様
々
な
意

見
が
出
る
中
で
最
終
的
に
『
肴の
会

は
石
井
社
長
の

一
声
か
ら
端
を
発
し

今
日
の
会
に
発
展
し
て
き
た
か
ら
肴

の
会
が
担
当
す
る
初
め
て
の
例
会
は

や
は
り
石
井
さ
ん
し
か
考
え
ら
れ
な

い
』
『例
会
で
肴
の
会
を
や
り
た
い
』

と
方
向
性
が
決
ま
っ
て
か
ら
ロ
月
の

ミ
ニ
例
会
の
開
催
以
降
も
世
話
人
会

で
5

回
も
の
打
合
せ
を
要
し
開
催
へ

漕
ぎ
着
け
た
世
話
人
の
方
々
、
多
く

の
格
言
が
出
た
素
晴
ら
し
い
例
会
を

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た。

菅
沼
支
部
長
よ
り
各
災
害
地
へ
黙
祷

大
田
支
部
の
テ

l

マ
の

『
チ
ェ
ン

ジ
・

チ
ャ
レ

ン
ジ
人
間
力
』
の
精
神

に
従
い
新
年
が
明
け
た
所
で
お
祝
い

の
前
に
先
ず
何
よ
り
も
先
に
各
災害

地
へ
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た。
『
会
社
は

何
の
為
に
経
営
す
る
の

か
？
答
え
は

皆
が
幸
せ
に
な
る
為
』

で
、
『
会
社
は

資
本
主
義
社
会
よ
り
産
み
出
さ
れ
た

道
具
で
あ
り
、
道
具
は
皆
で
磨
き
上

げ
て
よ
り
良
い
物
に
し
て
行
く
必
要

が
あ
る
』
『社
会
と
社
員
を
幸
せ
に
し

て
い
く
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い』

と
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

社
員
教
育
に
ど
の
様
な
態
度
で
臨
ん
だ

ら
良
い
か
？
（
ル
ミ
ナ
ス
・
島
村
氏
）

自
分
が
大
病
を
患
い
数
ヶ
月
入
院
生

活
を
し
て
い
た
際
に
頑
張
っ
て
貰
っ

た
社
員
に
対
し
て
、
強
い
態
度
で
臨

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
も
何
と

な
く
世
話
に
な
っ
た
負
い
目
を
感
じ

て
指
導
方
法
に
悩
ん
で
い
る
と
の
聞

い
に
石
井
社
長
よ
り
『
創
業
の
時
の

気
持
ち
が
経
営
の
基
本
理
念
に
な
り

経
営
理
念
を
死
守
す
る
事
が
規
範
と

な
る
』

確
固
た
る
経
営
理
念
を
作
る

事
が
大
事
『
基
本
理
念
を
現
場
に
持

ち
込
む
事
で
何
の
為
か
を
明
確
に
す

る
』
事
で
迷
い
は
無
く
な
る
。

最
後

に

『
社
員
も
社
長
も
l

つ
の
運
命
共

同
体
』
で
あ
り
負
い
目
で
は
な
く
助

け
合
う

事
が
当
然
で
あ
る
と
の
お
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。

新
規
事
業
に
取
組
ん
で
半
年
に
な
る
が

成
約
に
結
び
つ
か
な
い。
新
事
業
に
取

組
ん
で
い
る
為
に
本
業
の
売
上
げ
も
心

配
に
な
っ
て
き
た
。

一
人
で
会
社
を
や

る
よ
り
社
員
を
採
用
し
た
い

（
レ
ガl
口
・
高
倉
氏
）

石
井
社
長
よ
り
体
験
談
を
交
え
な
が

ら
、
社
員
を
募
る
時
の
心
構
え
と
し

て
『
社
長
の
考
え
方
に
共
感
し
て
く

れ
た
人
間
を
採
用
す
る
』
会
場
か
ら

も
以
下
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

『
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る
商
売
は
上

手
く
行
か
な
い
。

社
長
以
上
に
商
売

が
上
手
な
社
員
は
い
な
い

』
『
決ま
っ

た
仕
事
は
任
せ
る
人
を
雇
っ
て
自
分

は
次
の
仕
事
へ
行
く
』

強
い
心
を
持
っ
て
決
断
の
迷
い
を
無
く

し
た
い
（
ハ

l

ツ
・

山
口
氏
）

4
1

5

年
前
ま
で
は
顧
客

一
社
依
存

型
の
下
請
け
経
営
だ
っ
た
が
、
親
会

社
の
方
針
転
換
で
殆
ど
全
て
の
受
注

を
失
い
事
業
を
諦
め
か
け
た
が
、
諦

め
る
の
で
な
く
前
に
進
む
選
択
を
し

た
ら
活
路
が
開
け
、
現
在
で
は
以
前

を
上
回
る
売
上
げ
に
ま
で
回
復
し
た

が
当
時
の
苦
し
み
を
思
い
出
す
と
石

井
社
長
の
よ
う
な
不
屈
の
精
神
を
学

び
た
い
。

石
井
社
長
よ
り

『
諦
め
な

か
っ
た
体
験
は
素
晴
し
い
。

次
は
満

足
し
な
い
事
を
身
に
付
け
る。
停
滞

し
て
い
て
も
問
題
は
出
て
来
る
が
既

に
答
え
は
知
っ
て
い
る
筈
。

満
足
す

る
と
成
長
が
止
ま
る
の
で
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
ど
ん
ど
ん
進
む
、
前
に
進

む
と
必
ず
問
題
に
ぶ
つ
か
り
そ
こ
に

挑
戦
が
あ
る
』
『
答え
に
迷
っ
た
時
は

教杯！2005年も皆さんにとってよい年にク

そ
の
選
択
は
前
に
出
る
物
な
の
か
。

と
照
合
す
る
と
答
え
は
出
る

』
『経
営

が
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
自

分
に
は
苦
し
み
は
無
い
。

の
め
り
込

む
事
が
大
事
』

会
場
の
先
輩
よ

り
も
多
く
の
励
ま
し

の
格
言
を
頂
き
ま
し
た
。

『
人
を
恨
ま
な
い
こ

と
で
自
分
を
磨

い
て
諦
め
な
か
っ
た
事
が
今
に
つ
な

が
っ
た
』
『誰
し
も
必
ず
心
に
キ
ズ
を

持
っ
て
い
る
。

そ
の
キ
ズ
を
刺
激
し

て
免
疫
を

つ
け
て
成
長
し
て
い
く
』

『
人
生を
楽
し
む

事
は
人
生
を
前
向

き
に
生
き
て
行
く
事
』

経
営
指
針
が
大
事
（
猿
渡
社
長
よ
り
）

肴
の
会
が
進
め
た
今
回
の
例
会
は
新

し
く
て
新
鮮
で
あ
っ
た
。

経
営
に
は

『
理
念
・
指
針
』
が
重
要

で
あ
り
社
長
が
優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
で
戦
略
的
に
展
開
す
る
事
も
素

晴
し
い
が
、

『
高
い
理
想
を
持
っ
た
経

営
理
念
の
浸
透
で
燃
え
る
集
団
を

作

る
こ
と
が
重
要
』

と
大
き
な
ヒ
ン
ト

を
頂
い
て
、

何
は
と
も
あ
れ
、
今
回

の
例
会
は
成
功
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

肴
の
会
の
世
話
人
の
方

々
、
素

晴
ら
し
い
例
会
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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んなやる気になれば出来るんだよ！自分

が勝手に出来ないと思い込んで、いるだけ

で諦めてしまう 、 何か行動を起こす時に

大切なのは自分の意思と成功への熱い思

いなんだ ！」と私自身足踏みしているこ

とや迷いや悩みもありましたが、大変勇

気付けられました。 当日も来場いただい

た会員の方には多少音響の不調等はあり

ましたが、良い勉強になった、力強く感

じた等、いらっ しゃった方は大変良かっ

たのではないかと思います。 また、今回

の経営研究集会の中津実行委員長の毎日
のメーリングリス トのやり取り「経営研

究集会まであと00日」と毎日送られる
メールや西部協議会の熱い思いに打たれ、

良い例会を創ることができました。 これ

も金森社長の言葉を借りますと、経営研

究集会を「必ず成功させるという信念と

熱い思いがあったこそ出来たこと J だと

思います。

目標を持ち、その目標を達成する強い意

志と、熱い思いは、経営者にとって必要

なことだと、強く感じました。
今回の例会で多くを得られたのは私でし

ょう ありがとうございました。

株式会社ホワイトホームズ

専務取締役河津文三

也
月
例
会
＆
忘
年
会
報
告

2
0
0
4

年
最
後
の
例
会
は
、
結
純
子
さ
ん
に
よ
る
一
人
芝
居
『
地
面
の
底
が
ぬ
け
た
ん
で
す』
。

内
海
大
森

“

フ
ロ
ッ
ク
長
の
ご
尽
力
に
よ
り、

感
動
の
舞
台
を
観
劇。
そ
し
て
引
き
続
き

場
所
を
移
動
し
て
の
忘
年
会
！
い
ろ
い
ろ
詰
ま
っ
た20
0
4

年
、
最
後
の
報
告
で
す
。

報
告
者
・
株
式
会
社
日
本
デ
ジ
タ
ル
通
信
代
表
取
締
役
中
西
将
人

に
大
き
な
感
動
を
発
信
し
た
！

何
よ
り
、
公
演
を
見
た
方
々
か
ら

『
勇
気
を
も
ら

っ
た
！

』
『体
が
熱

く
な
っ
た
！

』
『今
あ
る
状
況
に
も

っ

と
感
謝
を
！

』
『命
を
大
切
に
し
、

生
き
抜
く
強
さ
に
感
動
！

』
『
こ
の

公
演
を
企
画
し
た
同
友
会
に
感
謝

し
敬
意
を
表
し
ま
す
！
』

な
ど

、

そ
の
他
に
も
多
く
の
声
を
い
た
だ

き
ま

し
た
。
ま

さ
に
同
友
会
大
田

さ
て
、
昨
年
也
丹
市
日
に2
0
0
4

年
を
締
め
く
く
る
例
会
が
無
事
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に

、

今
年
度
の
ス
ロ
ー

ガ
ン

『
チ
ェ
ン
ジ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
人

間
力
』

を
そ
の
ま
ま
表
し
て
い
る

よ
う
な
年
の
最
後
を
飾
る
に
ふ
さ

わ
し
い
例
会
で
し
た
。

｛
チ
ェ
ン
ジ
！
】
今
ま
で
の
例
会
に

は
な
い
」
之
居
。
の
開
催
、
ま
た

自
治
体
と
の
新
た
な
関
わ
り
方
で

大
田
区
と
す
っ

た
も
ん
だ
し
な
だ

ら
共
催
し
、

｛

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
】
動
員
5
0
0

J

名
と
い
う
大
田
支
部
と

a
h
t

し
て
前
代
未
聞
の
大
き

E
A
A

な
目
標
を
掲
げ
、
（
一
人
占

二
席
ゆ
っ
た
り
見
れ
ま

し
た
・
・
・
・
・
・
り
）

【
人
間
力
！
｝
同
友
会
大
田

支
部
と
し
て
地
域
の
住
民

の
方
々
や
経
営
者
の
方
々

『
〆

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

支
部
の
面
白
甥
姻
た
忍
例
会
の
成

功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
忘
年
会
。

老
若
男
女

、

新
人
・
ベ
テ
ラ
ン
会

員
が
入
り
乱
れ
て
の
大
忘
年
会
！

懸
念
さ
れ
た
参
加
者
数
も
予
約
以

上
の
参
加
者
で
満
員
御
礼
！
楽
し

か
っ
た
で
す
ね
。

忘
年
会
で
皆
さ

ん
の
お
顔
を
拝
見
し
て
い
る
と
改

め
て
同
友
会
の
巣
晴
ら
し
を
感
じ

ま
し
た
。

経
営
者
の
強
さ

、

や
さ

し
さ
、
人
間
関
係
の
大
切
さ
を
学

ん
だ
一
年
で
し
た
。

最
後
に
内
海
さ
ん
そ
し
て
関
係
者

の
方
々
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

素
晴
ら
し
い

一
日
を
企
画
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
0
5

年
も
大
田
支
部
会
員
の

皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
き
一
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し

上

げ
ま
す
。

南高志高高五夜 「
参加したことがありませんので、何も予

測できないし、経営研究集会が大田支部

とどの様な関わりを持つのかも、 1 年に

1 回あることすら、知りませんでした。

そのような中で、講師の金森社長には大

変ご迷惑もおかけしたことだと思います。

また、随分と打合せ時間を頂き、時には

24:00近くまで打ち合わせ？することや

例会委員の方々と大勢で会社に訪問もし
ました。 千代田区の科学技術館という場

所と平日の午後4時？の半端な時間帯に

もかかわらず大田支部担当の第10分科

会へ70名という大勢の方の出席を頂く

ことが出来たのは、金森社長のおかげだ

と思います。 本当にありがとうございま

した。

私自身経営研究集会本番では運営で殆ん

どお話を聴く時間はありませんでしたが、
打合せをさせて頂いたときに、たくさん

のお話を聴くことが出来ました。 大田区

の製造業が減少している中、設備投資を

繰り返し行い、従業員の方が使用できる
社員クラブを創り、新しい物っくりに挑

戦し続ける精神に私は感動しました。「み

最初に、ご協力いただいた皆様に感謝い

たします。

講師の金森茂さん、大田支部実行委員の
皆様、中西例会委員長 ・ 高倉会勢拡大委

員長、島村例会副委員長、例会委員の皆

様、動員をお手伝い頂きました各ブロッ

ク長、 事務局の米田さん、本当にありが

とうございました。
去年の 4月の総会で制支部長と突然なっ

た 5 月の正副支部長会議に出席した 1 回

目のときである、蒲田駅6F料理屋の一
室でこのような会話があった。

菅沼支部長「文ちゃん、経営研究集会の

実行委員をやってみないか？」

私当然「どうゅうものなのか知りませ
んので、嫌で、す。J

菅沼支部長「こうゅう事をやる事が、経

営に繋がったりするもんだ」

私「やります。J

実に簡単なやりとりであった。 付け加え

ると、次の正副支部長会では実行委員の

はずが、支部実行委員長になっていたの

である。 そこからが、私の戦いが始まり

ました。 なにせ、 1 度も経営研究集会に
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語っていただく方・

南部協議会議長

株式会社北山北山輝夫

聞き手・大田支部広報委員

「賀詞交歓会」盛大iこ開催

よ。いろんな会があっていろんなこ

とができる。ところが、 50人くら

t 、の支部だといろいろやりたくても

個々の負担が大き L 、。予算も取れな

L 、。だからこそ、隣接する支部とカ

を合わせたいと思うんだよね。隣の

支部が発展することも、財産となる。

われわれ大田の役割は、そういう こ

とでもあるよね。

広報： t 、ろんな支膏防マあってこその

大田。南部協の大田どか 、えるわけ

ですね。

北山 ：これからの南部協の課題は、

支部間の格差をなくすシステム作り

だと思う 。たとえば30人の支部が

あって、 そこの会員さんが「自分は

恵まれてないな」と感じてしまうと

よくなt 、。私の議長の任期はあと l

年。今回の賀詞交歓会でも築いた幹

事たちの友情や結束を大切にし、そ

れぞれの支部聞の友好関係につなげ

てゆきたいと思っています。

やっぱり f宴会の大田j。
マツケンサンパ、 踊るはダレ？

北山 ：そうそう。やっぱり内海さ

んだね。手配も司会も、ク イズ作

りから酒樽の準備まで。若手を巻

き込んで、 中西さんやマツケンサ

ンパの河津さんが頑張ってくれた

よね。提案した「出身地別チーム

対抗ご当地クイズ」の反響が期待

以上によかった。特に九州・沖縄

は盛リ上がってたね。その後も結

束ができ、当たった雅叙園のスイ

ート券でパーティをやるらい、で

すよ 。

広報 ：聞くところによると同友会

での快挙を達成したとか……。

北山： 東京同友会始まって以来最

高の賀詞交歓会参加数393人を記

録したんだよね。面白い現象とし

て、今回は当日の延びが凄かった

んだよ。広報の柳沢さんのFAX

攻勢がよかったんじゃなt 、かな～

（柳沢談 「ゃっ If、そうでしょう
かJ）。

後藤代表理事と副代表理率直々に

「未だかつてない新年の会だった。

今年一年のt 、 k 、弾みがついたj と

大変な感謝の言葉をもらいました

よ。南部協の意義が少しづっ浸透

し認知されてきたんじゃなt 、か

と思うね。

広報： ただ大田はなかなか外に出

向かない風潮を感じますが・－ －…。

北山： 大田lま恵まれていると思う

我らが大田の北山さん！

北山 ：いやいや－…一。ただ、私は 1

回目の議長として、南部協の三つの

目標を作ったんでみす。それらは、

より多くの人と支部間交流を深め、

互いに学ぶ。

例会などでも支部財産を共有化する。

大規模な活動も可能にする4支部ネ

ット ワークを構築する。

広報 ：最近の南部協の活動では、 ど

れも成果が上がってますね。

北山 ：昨秋の「岩の湯J 金井社長を

招k 、ての例会。 目黒支部が担当し、

盛リょがったのを覚えていらっしゃ

るでしょう。この勢いに乗らない手

はない。南部協で何かやろうってこ

とになっても年l回じゃね・…・・。そ

こで賀詞交歓会を、目黒支部の電装

産業、渡部社長が仕掛けてきたんで

す。すでに各支部、賀詞交歓会も決

まっていて参加表明に重い腰がよが

らなt 、。それなら、と同友会理事会

に持ちかけた。それから各支部の南

部協幹事に召集がかかリ 、 ワサワサ

しはじめた。渡部さんが講師探しに

奔走し、よ場後に目黒雅叙園を買い

取ったワタベウェデイングの渡部社

長に直談判。 わが大回は宴会担当と

いうことで、ま たまた鈴木の善さん

が仕切勺てくれましたよ。

広報： ゃっ Ifリ宴会は大田の真骨頂

ですね。

広報： 南部協とは・・・…

北山 ：かれこれ5、 6年前だと思い

ます。同友会には北部協、 東部協、

西部協と地域別の協議会があったん

です。ところがどこもそれほど交流

が進まない。せっかくの広域の会だ

からこそ、できることもあるはずな

のに。そこで、大田、品川、目黒、

世田谷から幹事を出し、 それぞれの

例会の特徴を持ち持ち込んて協議し

ようと南部協が立ち上がったんです。

会員にと勺て支部以外との交流はよ

リ多くが学べ、また人数が多ければ

いい講師も呼べる。

広報： 支部外交流でなく、支部間交

流ってことなんですね。

北山： そうです。協議会自体に権限

があるのではなく、実態があってな

いもの。本体は支部ですから。各支

部の特徴を生かし、シェアすること

で人数の少ない支部の手助けにもな

る。

広報 ：さすが南部協議長。やっぱり
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アイデアと行動力の経営者・渡部社長

転
機

主 ~－ 代附
註 ！＝ 表芝
ヲ 控堅橋
口 豆It 可F

J 弘 恨

誰
で
も
そ
の
人
の

一
生
の
中
で
数
回
は

転
機
と
い
う
か
大
き
な
曲
が
り
角
を
経

験
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
『
卒

業
後
ど
の
様
な
仕
事
に
就
く
か
』
で
あ

っ
た
り
、

『
夢の
よ
う
な

・
：
結
婚
』

或
い

は

『
家族
、
友
人
、
環
境
』
等
様
々
な

も
の
が
有
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
分
岐
点

で
や
っ
か
い
な
事
は
、
山
道
で
の
分
岐

点
と
違
い

『
こ
っ
ち
へ
行
く
と
大
変
山

脈
、
こ
ち
ら
は
O
K

牧
場
』
と
か
の
標

識
が
全
く
無
く
、
そ
の
時
点
で
は
と

て

も
不
十
分
な
地
図
し
か
手
元
に
無
い
と

い
う
事
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
数
年

或
い
は
数
十
年
経
っ
て
振
り
返
っ
た
時

に
初
め
て
、
あ
の
と
き
の
決
定判
断
は

正
解
だ
っ
た
の
か
過
ち
だ
っ
た
か
が
は

っ
き
り
す
る
事
に
な
る
。

会
社
経
営
を

さ
れ
て
い
る
方
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ

会
社
の
方
向
を
定
め
る
際
に
は
い
つ
も

こ
の
怖
さ
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
『
荒

れ
た
海
で
は
な
く
快
晴
の
海
原』
を
目

指
し
て
舵
取
り
を
し
て
い
る
事
と
お
察

し
致
し
ま
す
。

さ
て
私
の
人
生
の
中
で
最
も
大
き
か

っ
た
転
機
は
四
年
前
に
起
き
た

『
東
名

高
速
で
の
横
転
事
故
を
き
っ
か
け
と
し

た
人
生
の
意
識
改
革
』
で
し
た。
そ
の

時
の
状
況
は
と
云
う
と
、
丁
度
お
盆
休

み
の
真
っ
最
中
の
事
、
大
阪
で
出
張
作

業
を
す
る
為
日
ト
ン

ト

ラ
ッ
ク
で
東
名

高
速
を
走
行
中
、
外
気
温
度
は
約
お
度
、

運
転
は
必
才
弊
社
社
員
で
後
厄
、
私
が

4
才
で
前
厄
と
い
う
最
悪
の
コ

ン
ビ
、

更
に
荷
台
に
は
輸
入
さ
れ
た
装
置
と
弊

社
の
製
品
合
わ
せ
て
約
2
5
0
0

万
円

以
上
、
又
2

ト
ン
と
過
積
載
状
態
。

前

方
に
走
っ
て
い
た
道
路
掃
除
車
を
追
い

越
し
、
走
行
車
線
に
．
戻
ろ
う
と
し
た
瞬

間
に
バ
ー
ス
ト
で

『
1

回
転
ひ
ね
り
横

転
』

し
た
後
、
追
い
越
し
車
線
上
に
ウ

ル
ト
ラ
C

の
着
地
を
し
た
の
で
す
。

勿

論
ト

ラ
ッ
ク
は
全
く
走
行
不
能
状
態
で

し
た
の
で
、
牽
引
車
で
次
の
富
士
イ
ン

タ
ー
ま
で
引
い
て
貰
い
、

レ

ン
タ
カ

ー

の
ト

ラ
ッ
ク
に
自
分
た
ち
で
積
み
替
え
、

結
果
と
し
て
は
何
事
も
無
か
っ
た
様
に

そ
の
出
張
作
業
を
無
事
に
完
了
し
て
来

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
当
然
現
場
で

は
交
通
機
動
隊
に
お
世
話
に
な
っ
た
訳

で
す
が
、
運
転
席
の
2

人
は
帯
跡
的
に

命
に
別
状
無
く
（
翌
日
の
朝
は
起
き
あ

が
れ
な
い
ほ
ど
体
中
が
痛
か
っ
た
け

ど
）
、
又
荷
台
の
製
品
も
殆
ど
破
損
無
し
、

更
に
は
全
く
業
務
上
の
過
失
も
賠
償
責

任
も
無
し
と
云
う
こ
と
で
『
こ
の
事
故

は
幾
つ
も
の
ラ
ッ
キ
ー

が
重
な
っ
た
信

じ
ら
れ
な
い
程
幸
運
な
事
故
だ
っ
た
』

と
機
動
隊
の
警
官
に
云
わ
れ
た
程
の
も

の
で
し
た
。

こ
こ
で
私
は

『
も
し
も
こ
の
事
故
で

死
ん
で
い
た
ら
自
分
の
人
生
は
ど
う
だ

つ
た
か
：
：
：
』

を
振
り
返
っ
た
訳
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
は
『
建
前
で
生
き
て
い

た
つ
ま
ら
な
い
人
生
』
だ
っ
た
事
に
気

が
付
き
大
反
省
で
し
た
。

そ
こ
で

『
今後
は
す
べ
て
本
音
で
生
き

よ
う

』
と

心
に
決
め
た
訳
で
す
。

女
房

に
も
子
供
に
も
又
会
社
内
で
も
お
客
様

に
も

『
心
で
本
音
で
』
話
を
す
る
、

最

高
で
す
。

そ
れ
こ
そ
人
生
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
許
容
し
て
く
れ

た
周
囲
の
人
に
も
感
謝
で
す
。

勿
論
本

音
と
わ
が
ま
ま
の
区
別
を
つ
け
る
事
と

可
愛
い
ウ
ソ
は
必
要
で
す
が
：
：
：

。

日

本
独
特
の
『
浪
花
節
文
化
復
活
』

の
為

に
も
是
非
皆
様
に
も
絶
対
お
勧
め
で
す
。

~.ota-
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／
れ
も
押
し
迫
っ
た
あ
る
日
、
「
ベ
l

ス
シ

一
臣
圏

一ス
テ
ム
の
平
間
さ
ん
か
ら
お
電
話
で

／
＼

す
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
り
、
な
ん
と

な
く
悪
い
予
感
が
し
た
の
で
電
話
に
出
ょ
う
か
ど

う
か
と
て
も
迷
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
「
社
長
、
電
話

で
す
よ
！
」
と

一
括
さ
れ
、
思
わ
ず
受
話
器
を
と

っ
て
し
ま
っ
た
途
端
、
あ
の
平
間
女
史
の
ウ
ル
ル

ン
声
が
飛
び
込
ん
で
き
た。
「
久
保
井
き
ん
お
元
気

で
す
か
！
？
最
近
同
友
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
か

！

？
頼
み
事
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
l

！
」
来
た
来

た
来
た
l

と
思
っ
て
い
る
と
、
間
髪
入
れ
ず
に
「
私

の
挑
戦
と
い
う
題
で
7
0
0

字
以
内
で
原
稿
書
い

て
欲
し
い
ん
で
す
け
ど
l

！
お
仕
事
の
事
で
な
く

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

趣
味
の
こ
と
と
か
な
ん
で

も
結
構
な
ん
で
す
。

例
え
ば
釣
り
の
事
と
か
I

、

お
願
い
し
ま
す
ね
！
ね
！
ね
！
：
：
：

」
や
っ
と
の

思
い
で
「
そ
れ
つ
て
な
ん
で
す
か
？
」
と
聞
く
と

「
会
員
に
な
っ
た
ら
誰
で
も
書
く
ん
で
す
よ
l

！

私
だ
っ
て
書
く
ん
だ
か
ら
H

」

一
瞬
耳
を
疑
っ
た

が
、
気
を
取
り
直
し
て
「
ど
う
し
て
リ
・
ツ
・
コ

.... ＼
’
；
／
社
は
業
務
用
ホ
l

ム
ベ
l

ジ
制
作
を
は

一

割
問

一じ
め
、
カ
タ
ロ
グ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

／
＼

ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
デ
ザ
イ
ン
制

作
全
般
を
生
業
と
し
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
会
社
で
す
。

こ
の
仕
事
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、
あ
ら
ゆ
る
業
種

の
お
客
様
と
出
会
え
、
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ

ィ
ア
を
知
る
事
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て

そ
こ
で
得
た
も
の
を
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
道
具
を

通
し
て
違
う
業
種
の
お
客
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
組
み

込
む
と
面
白
い
効
果
が
生
ま
れ
た
り
し
ま
す。
こ

れ
も
ま
た
楽
し
い
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

「
デ
ザ
イ

ン
と
い
う
道
具
を
通
し
て
お
客
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

再
構
築
す
る
。

」
そ
し
て
「
と
て
も
喜
ん
で
も
ら

え
る
。

」
私
は
こ
の
仕
事
が
楽
し
く
て
仕
方
あ
り

ま
せ
ん
！
お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
の
ロ
月
に
増
資
と

組
織
変
更
を
し
、
念
願
の
株
式
会
社
に
い
た
し
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
よ
り
も
も
っ
と
高
い
と
こ
ろ
で

も
っ
と
遠
い
と
こ
ろ
へ
飛
べ
る
飛
行
機
に
乗
り
換

え
た
気
持
ち
で
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
社
員
も
雇

い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
お
客
様
の
お
仕
事
の
お

さ
ん
が
書
く
ん
で
す
か
？
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ

「
私
、今
ま
で
会
員
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
！
最
近
や

っ
と
会
員
に
な
っ
た
の
で
H

」
と
い
う
彼
女
に
「
そ

れ
っ
て
本
当
で
す
か
！
？
そ
ん
な
の
信
じ
ら
れ
な

い
！
」
と
聞
く
と
「
本
当
で
す
よl
H

」
と

い
う

答
え
。

私
は
慌
て
て
「
僕
に
良
い
正
月
を
迎
え
さ

せ
な
い
た
め
の
嫌
味
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」

と
い
う
と
「
凶
日
が
締
め
切
り
な
の
で
メ
ー
ル

し
て
く
だ
さ
い
ね
」
再
度
慌
て
て
「
叩
日
頃
は
首

を
つ
っ
て
い
る
か
も
：
：
：
」
と
話
し
て
い
る
矢
先

に
「
じ
ゃ
l

お
願
い
し
ま
す
よ
l

！

」
ガ
チ
ャ
ン

nde

--

-
- 

気
の
小
さ
い
私
に
と
っ
て
、
あ
の
軽
快
さ
と
押
し

の
強
さ
、
酒
を
飲
ん
で
も
お
ぼ
れ
な
い。
商
売
人

は
こ
れ
で
な
く
ち
ゃ
l

！
と
い
う
挑
戦
が
始
ま
っ

た
。

完

玉久切
今聴保
向井 z
d 茂筈
）失店

の

........... 
手
伝
い
だ
け
で
し
た
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

自
社
の
事
業
を
新
し
く
展
開

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ

れ
は
既
存
の
ホ
l

ム
ペ
l

ジ

に
は
無
い
本
当
の
サ
ー
ビ
ス
・
本
当
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
た
く
、
数
年
前
か
ら
暖
め

続
け
て
い
た
プ
ラ
ン
で
す
。

そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で

様
々
な
お
客
様
に
教
わ
り
、
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

フ
ル
に
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
と
考

え
て
い
ま

す
。

同
友
会
の
諸
先
輩
方
々
に
叱
陀
激

励
さ
れ
な
が
ら
日
々
勉
強
と
実
践
を
く
り
か
え
し
、

私
の
本
来
の
夢
で
あ
る
「
そ
こ
に
参
加
す
る
す
べ

て
の
人
が
喜
べ
る
サ
ー
ビ
ス
」
を
探
求
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

株
式
会
社
エ
l

ル
デ
ザ
イ
ン

代
表
取
締
役

鈴
木
弘
伸

（
リ
バl
サ
イ
ド
‘
フ
ロッ
ク
）

............................. 
＼

ー
／
然
、
近
所
の
お
ば
さ
ん
に
「
あ
な
た
は

一
泊
問

一今
年
、
一
番
幸
運
な
の
ょ
っ
！
」
と
言

／
＼

わ
れ
、
腰
を
抜
か
し
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。

声
が
で
か
い
！
お
ば
さ
ん
は
私
と
同
じ
誕
生

日
（
生
ま
れ
た
年
は
違
う
）
だ
そ
う
で
、
こ
の
誕
生

日
に
生
ま
れ
た
人
は
、
今
年
は
1

番
ツ
イ
て
る
と

い
う
こ
と
を
私
の
母
に

話
し
に
来
た
の
で
す
。

私

は
お
ば
さ
ん
と
同
じ
誕
生
日
に
生
ま
れ
た
こ
と
に

微
妙
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
つ
つ
、
来
然
と
お
ば
さ

ん
の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

お
ば
さ
ん
は
、
昼

間
の
正
月
番
組
の
誕
生
日
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
て
自

分
の
誕
生
日
が
1

番
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
よ

う
で
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
幸
運
が
始
ま

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

：
：
：
実
感
は全
く
な
い
。

こ

の
幸
運
の
続
く
今
年
の
う
ち
に
、
私
に
は
や
る

べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今

年
の
「
私
の
挑
戦
」

は
、
「
事

務
所
の
組
織
改
革
と
業
務
効

率
化
」

で
す
。

昨
年
か
ら
、

お
か
げ
様
で
お
客
様
が
増
え

.......... 

............................. 

＼
’l’
／
年
、
私
の
挑
戦
の

一
酬
町

二
つ
は
勉
強
会
の

／
＼

立
上
げ
・
運
営
で

あ
っ
た
。

勉
強
会
の
名
称
は

「
若
ドリ
実
戦
塾
」
。
一
昨
年

に
同
友
会
の
分
科
会
と
し
て

一
年
間
活
動
し
て
い

た
「
ハ
i

フ
コ
ス
ト
研
究
会
（
後
に
ド
リ
カ
ム
会

に
改
称
）
」
の
流
れ
を
汲
み
、
若
手
メ
ン
バ
ー
数

名
で
新
た
に
立
ち
上
げ
た
会
で
あ
る
。

活
動
内
容

は
、
各
自
が
設
定
し
た
目
標
の
達
成
を
目
指
し

日
々
実
戦
し
、
実
戦
か
ら
学
ん
だ
こ
と
や
次
の
ア

ク
シ
ョ
ン
を
メ
ン
バ
ー

に
シ
ェ
ア
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
だ
。

私
は
光
栄
に
も
会
の
代
表

を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
初
め
て
の
勉

強
会
立
上
げ
と
あ
っ
て
、
苦
難
の
連
続
で
あ
っ
た。

メ
ン
バ
ー
勧
誘
も
ど
う
に
か
十
数
名
集
ま
り
ホ
ツ

と
し
た
の
も
つ
か
の
間
、
手
探
り
段
階
の
運
営
ス

タ
イ
ル
が
合
わ
な
い
な
ど
の
理
由
で
数
名
が
退
会

し
て
し
ま
っ
た

。

し
か
し
、
そ
れ
を
機
に
メ
ン
バ

ー
で
議
論
を
重
ね
運
営
ス
タ
イ
ル
を
刷
新
し
た
結

て
お
り
嬉
し
い
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で

ハ
タ
と
気
が
つ
き
ま
し
た。
こ
の
ベ
l

ス
で
お
客

様
が
増
え
て
い
く
と
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
現
状
の

事
務
所
組
織
で
は
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

で
す
か
ら
今
年
1

年
は
徹
底
し
て
こ
の

諜
題
に
取
り
組
み
、
事
務
所
の
目
標
で
あ
る
「
お

客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
サ

ー
ビ
ス
の
追

求
L

を
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

最
後
に
宣
伝
。

私
の
仕
事
は
、
社
会
保
険
労
務
士
・

行
政
書
士
業
で
す
。

も
う
少
し
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
と

「
人
事
・

労
務
に
関
す
る
手
続
き
代

行
、
就
業
規
則
・
賃
金
規
程
・
退
職
金
規
程
な
ど

の
作
成
、
助
成
金
の
申
請
代
行
、
法
人
設

立
手
続

き
、
建
設
業
許
可
申
請
、
こ
れ
ら
に
か
か
わ
る
指

導
・
相
談
」
を
主
な
業
務
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

同
友
会
の
皆
様
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

同
大
ハ
〈
口
経
営
労
務
管
理
事
務
所

社
会
保
険
労
務
土

大
谷
雄
二

（
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ブロ
ッ
ク
）

. 
果
、
以
後
退
会
者
は
な
く
、
間
も
な
く
一O
回
目

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

（
一月
中
旬
現
在
）。

会

が
一
気
に
活
性
化
し
た
の
は
八
月
に
入
り
「
ア
ク

シ
ョ
ン
ラ

I

ニ
ン
グ
（
以
下A
L

）
」
を
取
り
入
れ

て
か
ら
だ
。

簡
単
に
言
う
と
組
織
で
効
率
的
に
問

題
解
決
を
進
め
る
手
法
で
あ
る
。

こ
の
A
L

を
実

践
し
て
い
る
友
人
を
講
師
と
し
て
招
い
た
と
こ
ろ
、

参
加
者
同
士
の
ケ
l

ス
ス
タ
デ
ィ
効
果
以
外
に
も
、

全
員
が
会
を
通
じ
て
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
効
果
テ
キ
メ
ン
で
あ
っ
た
。

わ
ず
か
十
名
弱
の
小
さ
な
会
で
あ
る
が
、
代
表
と

し
て
悪
戦
苦
闘
し
た
こ
の
挑
戦
は
、
私
に
と
っ
て

経
営
者
と
し
て
の
疑
似
体
験
で
も
あ
り
、
極
め
て

有
意
義
な
学
び
の
場
で
あ
っ
た
。
一
緒
に
会
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー

全
員
に
心
か
ら
感
謝

し
た
い
。

フ
ジ
コ
ン
（
株
）
社
長
付

大
島
右
京

（
リパ
l

サ
イ
ド
ブ
ロ
ッ
ク
｝
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事会と して見えて来ない気がする。

全体審議

・活動への予算配分案：（次団幹事

会ヘ各組織は予算活用具体案を提起

し承認を求める）広報委員委員会：

100万円 （但し HP作成委員会と共

通予算で協同して支部内外への活動

広報を行う事）、 例会開催補助 ： 10

万円、 2 1 研： 50方円、 会勢拡大委

員会 ： 6万円（会員フォ ローを最優

先課題とし熟考を要す）、都立高専

交流委員会 ・ 5万円、 例会委員会 ：

3万円、 新聞折込対外広報：50万

円（大部分を会員の協賛広告から脱

却）、今回の予算は飽くまでも枠。 執

行にあたっては都度幹事会検討する。

・ その他 ・同友オブザイヤーの説明

と候補決定： 『肴の会』 を支部とし

て推挙

・次年度支部長候補選考と候補承認

内海節子氏を次期支部長候補として

幹事会汲認。 支部総会ヘ推薦。

®2005年度スローガンの徹底的

討議

時代背景 ・ 社会背景を織り込み、 状

況説明と置かれている立場を踏まえ、

単に言葉を追うのではなく、議論し、

スローガンj夫定。

・2005年度スローガン案

［みんなでやろう同友会、

世代をつなぐネッ トワークj

・幹事選考基準及び幹事の推薦
伊藤繁美氏、 木村正氏、 吉田 裕氏

（久原 哲ニ氏）、 山本敦子氏、鎌田

順次氏、山口嘉樹氏、平間律子氏

・まとめとスローガン読み上げ
1 2: 00 終了

： 異議無しで承認

④会計報告と予算案

（会計担当荒井・ 事務局）

・白紙予算表について ：承認

初の試み白紙予算表の作成目的、記

入方の説明。 試行錯誤しながらみん

なでお金のこと考えるこ とに。

⑤次年度方針と予算有効活用法に

ついての討議開始。

・予算の有効活用について （その2 )

：次年度予算表を基に委員会 ・ 研究

会への公平な討議の下で支部会費の

原理原則を確認し、 予算付け案を検

討。 会員誰が見てもわかる、 わかり

易い予算表を作ろう。

・予算付けの原則事項： 承認

－会の活性化や培強につながること。

．コンセプ トがはっきりしていること0

．同友会の指針や会を支えるための

全体的な役割を果たしていること0

．一定企業の営利を目的としていな

いこと。

－ 社会性に富み、 会外に発信するよ

うな活動及び企画であること。

・各委員会・研究会 ・ ブロック会の

総括と方針案発表

［主な意見］ブロ ッ ク会の構成要再

検討。 経営感覚から遠いので21 研

は行きたくない。 広報の一新、 カラ

ー化や僧刊を行いたい。 HPに検索

機能など使い勝手の良いものにした

い。 3 ヶ月間例会を無料参加できる

ようにしてはいかがか。 会員フォ ロ

ーの方が重要である。 入会問もない

人をもっと委員会に組み込んで・行っ

てはどうか。 大田支部でも組織毎の

活動が中心で、 全体の活動が見渡せ

ない。 産学協同の成果があればこれ

も明示していく 。 肴の会の活動力ず華字

・ 閉じ時間を共有することで親睦が

深まる。

①ウォーミングアップ座談会

（グループ別）

・何で来たの？座談会について：同

友会活動に係りどう自分か‘成長した

か？また、 成長したいか？自分の経

営者像を語り合う。

②配布資料を基に質疑応答、

2004年月例会の総括

・例会総括について：例会に焦点を

絞り検証し、例会に対する認識を再

確認し、 次年度の方向性を探る。

［主な意見］例会に担当の個性が出

ても良い。テーマは共通性のあるも

のが望ましし、。総括は原則に照らす

べき。 例会委員会のフォローに後半

減速感あり。 準備は十分だったか。

タイトルと中身が遣うのはいかがな

ものか。 教育と フ ォ ローが不十分で

継示の努力がされていない。『肴』 に

任せすぎでないか。 3～4 ヶ月前に

例会企画準備がされてないのは問題。

各組織が準備を意識し着実に開催で

きたのは例会委員会の成果 ・ 前進と

言える。『良い例会』 とは何か、 人集

めができるモノか、原則に則ってい

ることか、楽しいことなのか。 同友

会の例会は 『会員全体の課題である

こと』 を忘れてはいないか。

③予算の有効利用の経過報告

（官沼支部長）

・予算の有効活用について（その 1)

参加者 ：猿渡盛之、 田野通保、 湯本

良一、 北山輝夫、 佐藤仁、 菅沼佳一

郎、鈴木善彦、 田中基茂、 荒井守、

林良江、高倉博、内海節子、 石川英

制、島村亮、河津文三、 伊藤淳子、

奇口伸輔、柳還明子、久保井宏、 中

西将人、庄子守、 高田久志、木村正、 ：
久原哲二（敬称略）

1実施に当たっての宵蹟

例会を中心とした各委員会・ブロ ッ

ク会が本年度のスローガンを念頭に

入れどのように活動してきたかを徹

底検証し、更なる活性化を図る糸口

を見つける。

2.実施目的／タイトル

「し っかりきっちり、幹事会J 前向き

に徹底検証、それが飛躍の植になる l

①ウォーミングアップ座談会

②月例会の検証

①予算有効活用についての経過報告

＠会計報告と予算案
⑤舌委員会 ・ 研究会 総括 ・ 方針と

予算有効活用についての討議

⑤総会に向けて本年度スローガン

について徹底的忽討議。
3.実施概要

実施日・2005年2月 19刷、 20日 （日）

実施会場・伊豆長岡温泉 ホテル天坊

費用・27,000円

4.往復路パス導入理由

昨年度の実施経験から以下の事項が

有効と思われ、本年度もパス利用で

開催。

－会議開始時間厳守の徹底。

｜仏罰恥~
l：：干J
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O
T
A
ふ
れ
あ
い
ヲ
ェ
ス
タ
奮
戦
記
E

O
T
A

フ
ェ
ス
タ
に
参
加
さ
れ
た
方
々
、

お
疲

れ
様
で
し
た。

刊
月
に
同
友
会
に
入
会
し
て
初
め

て
の
ピ
ッ
ク
イ

ベ
ン
ト
？

の
参
加
と
い
う
事
も
あ

っ
て
、

右
も
左
も
よ
も
下
も
何
も
わ
か
ら
な
かっ

た
の
が
良
か
っ
た
の
か
？
悪
か
っ
た
の
か
つ
「
ど

っ
ち
だ
よ
り
」
と

言
わ
れ
る
と
、
メ
チ
ャ
ク
チ
ヤ

楽
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

「
何
が
？
」
と
聞
か
れ
た

ら
イ
ベ
ン
ト
後
の
二
次
会
日「
そ
こ
か
よ
H

」
。

声
が
枯
れ
る
ほ
ど
大
声
を
出
し
て
、

お
客
を
呼

び
確
実
に
用意
し
た
物
を
す
べ
て
売
り
つ
く
し
、

汗
水
流
し
て
働
い
た
後
す
ぐ
の
二
次
会です
か
ら

そ
り
ゃ
楽
し
く
、
美
味
し
い
お
酒
で
し
た
よ。
と

言
う
の
が
最
終
的
な
お
話
な
の
で
す
が、
や
は
り

O
T
A

フ
ヱ
ス
タ
と
曹
つ
実
家
の裏
庭
？
で
開
催

さ
れ
た
申
身
の
濃
い
内
容
が
な
け
れ
ば二
次
会も

へ
っ
た
く
れ
も
な
い
話
で
し
て
、

そ
の
申
身
も
本

当
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

僕
は
二
日
間
開
催
され

た
日
の
一目
し
か
参
加
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が、

参
加
す
る
前
の
日
は
「
た
い
し
て
売
れ
な
い
ん
だ

ろ
う
な
」
な
ど
と
弱
気
な
考
え
で
し
た。
が
、

と

熱が入っちゃいました
「サッカーのロボット」
都立高専受涜委員会

線式会社データ・テック代表取締役

院
陥
「
い
劃・

叫

ん
で
も
な
い
。

朝
叩
時
か
ら
始
め
叫

て
夕
方
4

時
ま
で
の
た
っ
た
6

h

時
間
た
ら
ず
で
す
べ
て
売
り
尽

圃

く

す
と

い
う
皆
の
綬
性
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。

P
M
2

時
ぐ

ら
い
に
は
ま
だ
数
多
く

山
積
み
に
さ

れ
た
ヤ
キ
ソ
パ
君
遣
が
い
て
、
「
こ
り
ゃ
全
部
は
売

れ
な
い
な
」
な
ん
て
考
え
て
い
た
頃
同
友
会
支
部

長
の
菅
沼
さ
ん
が
「
社
長
に
要
求
さ
れ
る
の
は
自

ず
と
パ
カ
に
な
る．
だ
日
」
と

曾
い
な
が
ら
ス
ミ

に
あ
る
一厚
紙
を
丸
め
て
メ
ガ
ホ
ン
を
作
り「
い
ら

っ
し
ゃ

い
ま
せ
」
「一
個
で
も
ニ
個
で
も10
0

円

日

」

と
大
声
で
叫
ん
で
い
た
の
が
印
象
的
で
、
僕

も
最
初
は
恥
す
か
し
か
っ
た
の
で
す
が、
菅
沼
さ

ん
に
影
響
さ
れ
い
つ
の
ま
に
か
大
声
を
出
し
て
売

っ
て
ま
し
た
。

（
気持
ち
良
か
っ
た
H

）
最初
に
考

え
て
い
た
弱
者
』
な僕
は
そ
こ
に
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

こ
れ
を
通
し
て
同
友
会
の
仲
間
の
つ
ながり

や
商
売
を
し
て
い
く

楽
し
さ
を
再
確認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

うね。 1 00点満点だ。

オイラが聞いたのさ 「NH Kのロボ
コン出るってのは、 大変なのか

い？」「壊れないように作ったりで、

大変でした」 って。オイラを尊敬す
るような自で答えてくれた。ありが

てえこった。 なにしろ光通信でのコ

ントローラも使ってんだ。
がきんちょより然くなってネーかい？

やっぱり点取り競争をやると熱くな

るねー。 練習ばっかりじゃ面白くね

ーんだ。＆初はただでやらせたのさ。

乗りが慈いんだ。面白くねーのかな
って患ったら、 2 日目で100円お

金を取って競技を始めたら、乗って

きたね。 特に子供じゃなくてオッカ

ーがさ。磁の練習場もそυょあ真剣
さ。 奥剣に練習してるのさ。 やっぱ

りお金を払って勝負しないとだめな

のかね。 オイラも解ったよ、遊びも

剣にやらねーとつまんねんだ、っ

てね。

田野通保

fかたすみジャン！J 
もらった場所が片隅ジャン。 隣がセ

ガだから人も来るかも？ 去年はあ

んまりお容が来なかったと聞いてる

し、場所もよくなかったて雪ってた

けど。今年もかよワ サり力一口ポ

ッ トカT面白くねーと来ねーかもよ？

説明しとくと、 2人2人で分かれて

小さな球をつかんで投げるサッカー

ロボットを操作してゴールに入れた
点数で勝ち負けを決めるのさ。ロポ

ッ トがうまく動かねーからいらいら

する。だから余計熱が入る。

若い人もすてたもんじゃネー

高等の学生は真面目だよ。 やわなロ

ボッ トだから直ぐ壊れるんだ。その

ロポッ トを懸命に治しているし、 半

田を自慢げに使ってるし、自分専用

のロポッ トもこさえてるし、たいし

たもんだ。話しかけるとオイラみた

いなおじさんにも答えるしさ。 テレ

ビでみる艶丘の若もんとの印象カ唾

ｷoyu.co111 ~.o，α－ 
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電子部品の組立て及び機資

1964年3月25日

1995年創業 1,000万 12名代喪取締役
〒366・0812

埼玉県深谷市折之ロ字御稜威ヶ原1977

TEL: 048-574-0450 FAX: 048-574-0451 

校密
大森

森川伸也

種
生
社

業
出
会

会員名簿にのっていない人がいたら、

名簿のうしろの空欄に
切り取ってお貼りください。

昧
庫
署

趣
所
師
同

鍵種印刷物の企画、 デザイン、 加工。

Webサイトの企画・運営。

出生 1954年2月14日

会社 1991年創業 1,000/j 10名 代表取続役

干143-0015 東京都大田区大森西2-2・15

プリントピア野村1 F
TEL: 03-3761-7637 FAX: 03-3762-8985 

e-mail nomura@marryandstar 

料E里、 5fンス

大森

北山輝夫
側ピアソリず

牧野好宏
43258 H16.IO （入金）

昧
属
臨

調
所
削同マリーアンドスター

野村正樹
43354 H16.12 （入金）

............................................................................ 
業種 ガス配管工事、 総縛水衛生空調工穆、

ガス綾器の販売・修理・取付

出生 1950年4月13日

会祉 1979年創業 4,600万 70名

代褒取錨役社長

干154・0015 東京都t世田谷区桜新町2・20・3
TEL: 03-5450・9101 FAX: 03-5450-9116 

e-mail ・ kawamura@tok10-gp.co.jp

http://www tokio・gp co jp 

旅行

大森

河原八洋

店装集、 飲食店舗の企画・段!t · 施工
1968年10月26日

1981年創業 3,000万 16名専務取錨役

干333-0826 均玉県川口市新井宿972・1

TEL: 048-285-7158 FAX: 048・283・4991

eィnail: hir@wg7.so・net.ne1p

ドライブ、 アウトドア、 釣、スキー、 水泳

リバーサイド

石井誠二

種
生
仕

業
出
会

味
属
書

趣
所
四
回

幼権国

1970年7月2日

1955年創業園長

干144-0031 東京都大白区東蒲田2-21-15

TEL: 03-3735-2757 FAX: 03-3735-3463 

ryoji@pear1.ac.jp 

http:J/www.pearl.ac.jp 

所属 エアポート

植草書 内海節子

種
生
社

業
出
会

牢担量人野村学圏 ＂・ル抽樟圃

野村良司
43339 H16.12 （入書｝

............................................................................ 
業種印刷業務全般

（チラシ、伝票類、 事務周印刷物、

パンプレγ 卜、 各織封筒、ハガキ、 制本）

出生 1972年9月11日 東京都

会社 1954年創業 300万 4名
干146-0093 東京都大白区矢口2・29-20

TEL'.03-3757-4162 FAX : 03・3757-4162

e-mail shinryushaOmsn.c。m

ドラム、 サーフィン

リバーサイド

高倉 1事

撲f軍用パyテリーの販売

1949年11 月 9 日
平成14年創旗 300万円代表取錫役
干144-0045

東京都大田区南六郷2-16-3-10
TEじ03-5480-391 1 FAX:03ｷ5480ｷ39t2 
e 何百M:m1ni_n祖x＠『7.d剛、『噌 jp

所属工アボー ト
植草書護法昭

種
生
社

業
出
会

スプリンゲ製造、精密板金加工

1970年7月10日

1967年創蝶 1,150万 15名
代表取紛役社長

干143·0002 東京都大国区線南島4-7・2

TEL: 03-3799-6661 FAX: 03・3799-6663

e-mail : tuy。hi-hitachi@msj-biglobe.ne.jp

http l/www hitachisp同ngcom

スポーツ

アイランド

援連盛之

樋
生
社

睡
眠出
会

味
属
蓄

超
所
四
四

冊しんりゅう祉印刷

鎌田順次
43263 H16.10 （入金）

志

一
一

ス

腐

は

げ
間
附

マ
I
A
刊

9

ニ
間
四
日
目

＝
』
司

令
。

ι

必
崎

冊

味
属
時

息
所
制

刷ヒタチスプリンヅ

舛井強
43379 H16.12 （λ舎｝

編
集
？王
末

今
年
の
正
月
は
、
母
の
具
合
が
悪
く
叩
数
年
ぶ

り
に
東
京
で
過
ご
す
こ
と
と
成
り
、
正
月
休
み
は

病
院
通
い
の
日
々
で
し
た
。

お
歳
の
父
は
ロ
月
半
ば
よ
り
病
院
に
泊
ま
り
こ
み

の
毎
日
で
、
父
の
体
に
も
心
配
し
つ
つ
私
も

交
代

し
な
が
ら
家
族
、
兄
妹
で
看
病
し
て
お
り
ま
す。

私
が
泊
り
込
ん
だ
夜
、
母
が
や
は
り
父
の
方
が

良
い
ら
し
く
、
パ
パ
は
夜
来
な
い
の
と
問
い
か
け

、

あ
l

そ
う
と

言
い
寂
し
そ
う
な
顔
。

2

人
が
夫

婦
と
な
り
計
年
を
迎
え
る
今
、
い
つ
か
ら
親
父
は

こ
ん
な
に
お
袋
に
や
さ
し
く
出
来
る
よ
う
に
や
っ

た
ん
だ
ろ
う
か
。

2

人
で
始
め
た
会
社
、
喧
嘩
の

絶
え
な
か
っ
た
2

人
、
仕
事
第
1

の
親
父
、
そ
ん

な
2

人
の
な
か
で
閉
じ
方
向
を
目
指
し
て
歩
ん
で

来
た
の
だ
と
思
う
。

父
が
最
近
口
癖
の
よ
う
に
言

っ
て
る
こ
と
、

1

日
で
も
い

い
か
ら
生
か
し
て
あ

げ
た
い
自
分
た
ち
で
貯
め
た
金
は
、
そ
の
た
め
に

使
う
、
短
い
期
間
だ
が
家
族
・
兄
妹
で
協
力
し
て

く
れ
と
、
病
状
が
悪
く
な
る
と

一
層
我
侭
に
成
る

母
に
愚
痴
は
言
い
つ
つ

、
頑
張
る
父
。

私
も
同

友
会
に
入
り
日
年
あ
ま
り
、
な
ん
で
も
話
し
合
え

る
よ
う
な
友
人
が
増
え
、

一
生
付
き
合
え
る
大
事

な
夫
婦
（夫
の
悪
事
、
仕
事
の
事
何
で
も
情
報
交

換
し
て
い
る
妻
達
）
が
私
の
宝。

こ
ん
な
原
稿
を

書
き
出
き
だ
し
た
訳
は
、
5

分
前
に
女
房
と
口
喧

嘩
（口
で
は
勝
て
ま
せ
ん
）
夫婦
円
満
の
秘
訣
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
言
っ
て
い
る
事
は

4月例会報告

「肴による石井流経営塾J
2 面012月例会＆忘年会報告

第13回東京経営研究集会報告
3 面ロ南部協質問交歓会報告

私の転後
4面ロ私の挑戦
5 画。拡大一泊幹司E会鴎事録

OTAふれあいフェスタ

6面ロ新入会員紹介
編集往来

’面

女編集委員、歓迎募集！

ご
も

っ
と

も
ご
も
っ
こ
も
と
反
論
し
な
い
こ
と
、

女
房
さ
ま
に
は
逆
ら
わ
な
い
こ
と
。

男
は
辛
抱
・

忍
耐
だ
よ
店
頭
公
開
直
前
経
営
者
I

氏
は
言
っ
て

お
り
ま
す
。

O

氏
日
く
、
女
房
こ
の
世
で
一
番
怖
い
者
（
怪
物）

O
氏
の
女
房
日
く

、

亭
主
の
一
番
の
理
解
者
は
女

房
。

お
互
い
の
気
持
ち
を
尊
重
し

つ
つ
思
い
や
る

気
持
ち
が
大
事
で
す
。

今
年
も
夫
婦
円
満
で
楽
し
く
お
お
ら
か
に
。

大
森

“

フ
ロ

ッ
ク

匿
名
希
望

0 
氏

※
我
ら
が
編
集
委
員

、

日
産
温
調
側
の
小
国
博
明
氏
の
お

母
様
・
静
子
様
が
3

月
1

目

、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
編
集
往
来
」

が
天
国
の
お
母
様
に
届
き
ま
す
よ
う
、

大
田
を
代
表
し
編
集
委
員
一
同
こ
の
場
を
か
り
で
心
よ
り

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
（編
集
）
委
員
一
向
。

柳沢咽子＠~n刷物web制作のパース

荒井 守＠命預かります！ソニ一生命

星野 誠＠闘う行政審土！テクノマート

平間後子＠ソフト開発のベースシステム

小国博哨＠エアコン修理は日産温調

内海節子＠今日も陽気な京浜容器

湯本良一＠建てるなら湯建工務店


